










































































































































































































































































































































積極性 2.89±1.05 3.36±0.96 <0.01
質問のしやすさ 2.92±1.20 3.31±1.00 <0.01





















































































支障 積極性 質問 理解度
支障 1.0000
積極性 0.2568* 1.0000
質問 0.1393* 0.3455* 1.0000
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日時点、令和２年５月12日時点、令和２年５月20日
時点）
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mext_00007.html［参照2020年10月30日］
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ミング技術を用いたオンライン授業の教育効果」
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「学生による授業評価に関する全国調査」北海道文
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用が急増したことは、業務の効率化という観点からも
望ましい変化であったと言えよう。
　何より、オンライン授業への取り組みは、教育方法
を見直す良い機会であったはずである。対面授業以上
に周到な準備を行うことで、授業の質が向上したこと
はもちろん、授業ごとに学生のフィードバックを取っ
ていた教員が、学生の声を随時ほかの教員と共有する
といった、迅速な情報共有の動きも多く見られた。
　従来に比べ飛躍的に学習管理システムの活用が増え
たことで、配付資料やスライドの提供、繰り返し視聴
できる動画や音声を用いた復習、積極的な質問といっ
た、オンライン授業で特徴的だった利点を、学生は通
常の授業においても享受することができるようになっ
た。学生、教員の双方が、この経験から得た知識と技
術をもって、例えば体調不良時などの状況において、
休講や欠席措置に代わる手段を、容易に提案できるよ
うになるようになるかもしれない。
　本稿執筆時点の2020年10月には、津山市において６
か月振りに新型コロナウイルス感染症の４例目が確認
されたのを皮切りに、にわかに新規感染者数が増加し
つつある。新型コロナウイルス感染症感染拡大の脅
威は終息しておらず、また、2002年の重症急性呼吸
器症候群（SARS）、2009年の新型インフルエンザA/
H1N1の世界的大流行も示す通り、今後も新興感染症
が流行するだろうことは容易に予見できる。
　本学におけるオンライン授業の実践の経験を整理し
記録として残すことは、こうした感染症の流行時にお
けるオンライン授業の導入はもちろん、平常時におけ
るオンライン授業の活用にも一定の示唆を与えるもの
と考える。
　本調査・研究は、美作大学・短期大学部における
IR業務の一環として、本学の許可と意向にもとづき
実施された。開示すべき利益相反はない。
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